
　

今
、
次
期
自
民
党
総
裁
選
挙
の
話
題

で
マ
ス
コ
ミ
が
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
菅

首
相
が
事
実
上
の
退
陣
表
明
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
最
大
の
理
由
は
、
政
府
の
コ

ロ
ナ
対
策
へ
の
国
民
の
強
い
不
満
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
根
本
に
は
「
説

明
責
任
を
果
た
さ
な
い
」
姿
勢
が
そ
の

不
信
感
を
増
加
さ
せ
た
よ
う
に
思
う
▼

振
り
返
れ
ば
、
様
々
な
制
度
改
革
が
実

施
さ
れ
、
首
相
の
権
力
が
強
め
ら
れ
、

官
僚
人
事
の
差
配
、
官
邸
主
導
の
政
策

が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
官

僚
の
萎
縮
，
忖
度
が
進
ん
だ
と
言
わ
れ

る
▼
哲
学
者
・
国
分
功
一
郎
氏
が
新
聞

紙
上
で
「
我
々
と
世
界
を
つ
な
ぎ
と
め

て
い
る
の
は
言
葉
で
あ
る
。
政
治
家
は

む
し
ろ
積
極
的
に
つ
な
が
り
を
断
っ
て

い
る
。
言
葉
を
駆
使
し
て
、
一
人
ひ
と

り
異
な
る
意
見
を
持
つ
有
権
者
を
説
得

す
る
の
が
政
治
の
中
心
に
あ
る
。」「
責

任
に
は
、『
誰
々
の
せ
い
』
と
い
う
帰

責
の
側
面
だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
に
応

え
よ
う
」と
い
う
応
答
の
側
面
が
あ
る
。

自
分
の
言
葉
で
語
る
こ
と
が
応
答
と
し

て
の
責
任
の
大
前
提
で
あ
る
」
受
け
止

め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
▼
政
治
は
、

高
性
能
の
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
に
譬
え
ら
れ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
高
速
移
動
を
可

能
に
す
る
一
方
、
少
し
で
も
運
転
を
誤

れ
ば
、
人
を
傷
つ
け
る
凶
器
に
な
る
。

車
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
す
ぎ
る
と
か
、
ま

だ
不
十
分
と
か
い
っ
た
議
論
も
大
切
だ

が
、
何
よ
り
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
い
能

力
が
要
求
さ
れ
る
。
次
に
選
ば
れ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
ら
の
言
葉
で
語
り
、
国

民
が
政
治
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
た
め

の
助
力
を
す
る
人
で
あ
る
こ
と
を
祈
念

し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
斉
藤
修
一
）

―
今
回
は
ブ
レ
ー
キ
メ
ー
カ
ー
曙
ブ
レ

ー
キ
工
業
㈱
さ
ん
に
今
後
の
展
望
を
伺

い
ま
し
た
―

ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
（
摩
擦
材
）
今
後

の
動
向
は
？
・
・
・
ま
だ
ま
だ
収
益

確
保
を
見
込
め
る
商
材

　

次
世
代
自
動
車
の
普
及
で
ブ
レ
ー
キ

パ
ッ
ド
の
交
換
が
減
少
し
て
い
る
と
の

声
が
あ
り
ま
す
が
、昨
今
の「
走
る
」「
曲

が
る
」
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
は
積
極
的

に
ブ
レ
ー
キ
を
使
用
し
、
四
つ
の
タ
イ

ヤ
を
活
用
し
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を
支
え

て
い
ま
す
。
点
検
の
際
に
「
次
世
代
自

動
車
（
回
生
ブ
レ
ー
キ
）
だ
か
ら
」「
リ

2 0 2 1 .  A U T U M N V O L U M E  5 5

オートハンズ通信
発　行　元：オートハンズ
発行責任者：仲里　賢
編　　　集：広報委員会
デザイン・印刷：網野印刷

2021
AUTUMNCOLUMN

VOLUME 54

一
意

 

直
到

ア
パ
ッ
ド
だ
か
ら
」
と
い
う
先
入
観
か

ら
交
換
の
機
会
を
逃
さ
な
い
視
点
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

自
動
車
整
備
業
界
へ
の
サ
ポ
ー
ト

は
？
・
・
・
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
の
提

供
と
技
術
支
援
活
動

　

弊
社
で
は
、
増
加

傾
向
が
続
く
軽
自
動

車
向
け
に
快
適
性
、

応
答
性
、
耐
久
性
を

追
求
し
た
「
Ｋ
４
」、

商
用
車
に
は
「
プ
ロ

シ
リ
ー
ズ
」
を
新
プ

レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
リ
リ
ー
ス
し
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｐ

Ｂ
装
着
車
用
の
ブ
レ
ー
キ
パ
ッ
ド
も
設

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
独
自
の

技
術
啓
発
活
動
で
あ
る
ブ
レ
ー
キ
技
術

教
育
巡
回
車
で
の
講
習
は
全
国
各
地
で

年
間
二
百
回
以
上
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
オ
ン
ラ

イ
ン
接
続
や
ビ
デ
オ
で
の
講
習
な
ど
形

を
変
え
て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

活
動
で
得
ら
れ
た
市
場
情
報
や
そ
の
変

化
点
を
捉
え
、
商
品
の
開
発
改
善
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
に
日
々
取
組
ん
で
い

ま
す
。

ブ
レ
ー
キ
摩
擦
材
の
開
発
戦
略

は
？
・
・
・
環
境
対
応
技
術
、
自
動

運
転
対
応
技
術
、
高
性
能
車
両
向
け

の
ブ
レ
ー
キ
開
発

　

弊
社
で
は
、
創
業
以
来
、
ブ
レ
ー
キ

の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
自
動
車
、

二
輪
車
、
新
幹
線
含
む
鉄
道
車
両
、
産

業
機
械
な
ど
幅
広
い
分
野
の
ブ
レ
ー
キ

の
製
造
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ブ
レ
ー
キ
を
通
じ
て
皆
さ
ま
に
安
全
・

安
心
を
提
供
し
て
い
け
る
よ
う
、
コ
ア

技
術
で
あ
る
音
・
振
動
解
析
技
術
を
活

か
し
た
「
環
境
対
応
技
術
」「
自
動
運

転
対
応
技
術
」「
高
性
能
車
両
向
け
の

ブ
レ
ー
キ
」
を
開
発
戦
略
と
し
、
次
期

製
品
開
発
に
取
組
み
、
こ
れ
か
ら
も
皆

様
に
よ
り
良
い
商
品
を
ご
提
供
で
き
る

ブ
レ
ー
キ
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
続
け
ま

す
。

（
仲
里　

賢
）
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排
気
ガ
ス
規
制
の
強
化

　

1
9
6
0
年
代
、
排
気
ガ
ス
に
よ

る
大
気
汚
染
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

り
ま
し
た
。
米
国
で
マ
ス
キ
ー
法
が
成

立
し
、
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
排
気
ガ

ス
浄
化
に
と
り
く
み
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
、
排
気
ガ
ス
浄
化
能
力
に
優
れ
た
三

元
触
媒
が
発
明
・
実
用
化
さ
れ
た
こ
と

で
、
多
く
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
採
用

さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

自
動
車
排
出
ガ
ス
試
験
結
果
証

明
書
の
必
要
性

　

近
年
、
排
気
系
部
品
で
は
、
燃
費
向

上
の
一
環
と
し
て
軽
量
化
が
進
み
、
触

媒
部
分
も
マ
フ
ラ
ー
や
エ
キ
ゾ
ー
ス
ト

パ
イ
プ
に
溶
接
接
合
と
な
っ
た
製
品
が

主
流
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
困
っ
た

こ
と
に
触
媒
自
体
（
浄
化
能
力
）
は
半

永
久
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
マ
フ
ラ

ー
に
は
寿
命
が
あ
り
、
壊
れ
た
場
合
に

は
交
換
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
触
媒
は

重
要
保
安
部
品
で
す
の
で
、
触
媒
が
付

い
た
排
気
系
部
品
を
純
正
品
以
外
の
製

品
に
交
換
し
た
場
合
に
は
、
継
続
検
査

時
に
排
出
ガ
ス
試
験
結
果
証
明
書
（
以

下
排
ガ
ス
証
明
書
）
を
提
示
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。（
※
１
）

全
年
式
の
車
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

排
出
ガ
ス
証
明
書
と
は
、
公
的
機
関

で
触
媒
の
浄
化
能
力
を
測
定
し
、
国
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
証

明
書
は
複
数
ペ
ー
ジ
あ
り
、
全
ペ
ー
ジ

印
刷
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
、
印

刷
は
カ
ラ
ー
、
白
黒
ど
ち
ら
で
も
結
構

で
す
。

Ｈ
Ｓ
Ｔ
製
品
で
排
ガ
ス
証
明
書

が
必
要
な
品
番
（
H
S
T
の
対
象
品
番
）

　

末
尾
が
Ｃ
で
終
わ
っ
て
い
る
品
番
が

触
媒
付
製
品
の
た
め
、
排
ガ
ス
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
2
0
2
1
年
9

月
現
在
、
32
ア
イ
テ
ム
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
対
象
品
番

0
2
9
ー
7
1
Ｃ
〜
7
5
Ｃ

0
5
5
ー
2
0
0
Ｃ
〜
2
0
8
Ｃ

0
5
5
ー
2
1
0
Ｃ
〜
2
1
8
Ｃ

0
9
6
ー
8
7
0
Ｃ
〜
8
7
8
Ｃ

　

排
ガ
ス
証
明
書
が
必
要
な
製
品
に

は
、
画
像
1
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
い

ま
す
。

適
合
除
外
車
両
に
つ
い
て

　

継
続
検
査
を
受
け
る
車
両
の
型
式
、

出
力
、
変
速
機
等
の
諸
元
、
車
両
重

量
か
ら
計
算
さ
れ
る
等
価
慣
性
重
量
の

基
準
値
が
、
排
ガ
ス
証
明
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
社
が
排

ガ
ス
証
明
書
を
取
得
し
て
い
な
い
型
式

や
、
等
価
慣
性
重
量
の
基
準
値
が
一
致

し
な
い
車
両
の
場
合
、
当
社
製
品
が

車
両
に
取
り
付
い
た
と
し
て
も
、
継
続

検
査
に
通
ら
な
い
た
め
注
意
が
必
要
で

す
。

　

適
合
除
外
車
種
は
Ｈ
Ｓ
Ｔ
商
品
検
索

シ
ス
テ
ム
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
弊

社
代
理
店
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

排
ガ
ス
証
明
書
の
申
請
方
法

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
車
両
情
報
を

入
力
、
申
請
し
て
い
た
だ
き
、
対
応
す

る
排
ガ
ス
証
明
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、

印
刷
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
24
時
間

3
6
5
日
ご
利
用
可
能
で
す
。

　

申
請
は
、
代
理
店
様
、
部
品
商
様
か

ら
個
人
の
方
ま
で
ど
な
た
で
も
可
能
で

す
。
申
請
に
は
型
式
、
車
体
番
号
等
の

車
両
情
報
が
必
要
で
す
の
で
車
検
証
を

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.hst-m

uffl
er.com

/

左
側
の「
排
出
ガ
ス
試
験
結
果
証
明
書
」

と
い
う
バ
ナ
ー
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
画
像
2
）

　

車
両
情
報
や
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
な

ど
の
必
須
項
目
を
リ
ス
ト
か
ら
選
択
、

又
は
入
力
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
利

用
規
約
に
同
意
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
画
像
3
）
お
客
様
が
入
力
さ
れ
た
E

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
、
当
社
か
ら
約

10
分
で
排
ガ
ス
証
明
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ア
ド
レ
ス
が
記
載
か
れ
た
E
メ
ー
ル

が
自
動
返
信
さ
れ
ま
す
。

証
明
書
に
関
す
る
注
意
点

❶
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
入
力
間
違
い

　

E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
入
力
間
違
え

が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。
誤
っ
た
E
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
入
力
さ
れ
ま
す
と
、

排
ガ
ス
証
明
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
必

要
と
な
る
自
動
返
信
メ
ー
ル
が
受
信
で

き
ま
せ
ん
。
申
請
か
ら
1
0
分
経
過
し

て
も
当
社
か
ら
返
信
メ
ー
ル
が
届
か
な

い
場
合
は
、
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

入
力
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

❷
車
体
番
号
の
印
字
カ
所
の
誤
解

　

お
客
様
に
入
力
し
て
い
た
だ
い
く
車

体
番
号
は
、
複
数
あ
る
証
明
書
ペ
ー
ジ

の
最
終
ペ
ー
ジ
に
印
字
さ
れ
ま
す
。
1

枚
目
の
「
証
明
書
」
と
書
か
れ
た
書
式

に
印
字
さ
れ
て
い
る
車
体
番
号
は
当
社

が
排
ガ
ス
試
験
に
使
用
し
た
車
両
の
車

体
番
号
で
す
の
で
、
異
な
っ
て
い
て
も

問
題
有
り
ま
せ
ん
。

最
後
に

　

排
気
ガ
ス
証
明
書
は
、
継
続
検
査
の

度
に
必
要
と
な
り
ま
す
。紛
失
の
際
は
、

再
発
行
が
可
能
で
す
。

※
１

独
立
行
政
法
人
自
動
車
技
術
総
合
機
構
審
査
事

務
規
程
7
ー
59
排
気
管
か
ら
の
排
出
ガ
ス
発
散

防
止
装
置
の
機
能
維
持
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排
出
ガ
ス
試
験
結
果
証
明
書
に
つ
い
て

（
情
報
提
供
）
株
式
會
社 

辻
鐵
工
所

（画像1）

（画像2）

（画像3）



　

近
年
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
市
場
で

L
E
D
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
バ
ル
ブ
の
需
要

が
年
々
拡
大
す
る
な
か
、
今
回
紹
介
す
る

ス
フ
ィ
ア
ラ
イ
ト
は
2
0
2
0
年
に
、
こ

れ
ま
で
L
E
D
バ
ル
ブ
本
体
と
は
別
で

必
要
だ
っ
た
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
バ
ル
ブ

本
体
に
内
蔵
し
た
「
日
本
製
L
E
D
ヘ

ッ
ド
ラ
イ
ト
R
I
Z
I
N
G
α
」
を
発

売
。
R
I
Z
I
N
G
α
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
を
本
体
に
内
蔵
す
る
こ
と
で
、
ハ
ロ
ゲ

ン
バ
ル
ブ
と
ほ
ぼ
同
寸
で
あ
る
こ
と
か
ら

取
付
け
も
簡
単
に
行
え
ま
す
。
明
る
さ
は

ハ
ロ
ゲ
ン
比
2
倍
、
正
確
な
カ
ッ
ト
ラ

イ
ン
と
ハ
ロ
ゲ
ン
と
変
わ
ら
な
い
配
光
設

計
（
対
向
車
に
眩
し
く
な
い
）
で
あ
る
こ

と
か
ら
車
検
に
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
ス
フ
ィ
ア
ラ
イ
ト
が

誇
る
機
能
の
一
つ
で
あ
る
「
ア
シ
ス
ト
ハ

イ
ビ
ー
ム
機
能
」
も
搭
載
。
ハ
ロ
ゲ
ン
バ

ル
ブ
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
は
、
ロ
ー
ビ
ー
ム

側
の
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
が
消
灯
す
る
た
め
近

距
離
が
暗
く
感
じ
る
不
安
が
あ
り
ま
し
た

が
、
R
I
Z
I
N
G
α
で
は
ハ
イ
ビ
ー
ム

時
で
も
ロ
ー
ビ
ー
ム
側
の
L
E
D
チ
ッ
プ

が
点
灯
す
る
こ
と
に
よ
る
ア
シ
ス
ト
照
射

が
近
距
離
の
視
認
性
を
カ
バ
ー
し
ま
す
。

ま
た
、
L
E
D
チ
ッ
プ
か
ら
発
す
る
熱

の
放
熱
を
行
う
た
め
に
冷
却
フ
ァ
ン
を
使

う
こ
と
が
多
い
が
、
ス
フ
ィ
ア
ラ
イ
ト
の

R
I
Z
I
N
G
シ
リ
ー
ズ
は
一
貫
し
て
フ
ァ
ン
レ
ス
設
計
を
貫
き
、
ヒ

ー
ト
シ
ン
ク
と
筐
体
全
体
で
放
熱
を
行
う
独
自
の
放
熱
設
計
に
よ
り
、

フ
ァ
ン
レ
ス
で
は
T
O
P
ク
ラ
ス
の
性
能
を
誇
る
3
6
0
0
l
m
（
2

灯
合
計
値
）
の
明
る
さ
を
実
現
。
当
然
、
フ
ァ
ン
レ
ス
構
造
の
た
め
、

塵
埃
や
フ
ァ
ン
故
障
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
し
、
長
期
間
の
製
品
寿

命
を
可
能
に
い
た
し
ま
し
た
。
2
年
保
証
が
付
い
て
、
価
格
も
メ
ー
カ

ー
希
望
小
売
価
格 

8
8
0
0

円
（
税
込
）〜
と
非
常
に
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
帯
設
定
の
た

め
、
カ
ス
タ
ム
ユ
ー
ザ
ー
だ
け

で
な
く
車
を
生
活
の
一
部
と
し

て
使
用
す
る
ユ
ー
ザ
ー
も
是
非

お
勧
め
下
さ
い
。

（
杉
村
隆
行
）
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徳
島
に
は
美
味
し
い
店
が
沢
山
あ
る
の

で
、ど
こ
を
紹
介
し
よ
う
か
と
迷
い
ま
す
。

太
平
洋
黒
潮
か
ら
鳴
門
、
瀬
戸
内
と
海
に

め
ぐ
ま
れ
、
ま
た
吉
野
川
、
那
賀
川
、
穴

吹
川
、
海
部
川
と
川
に
も
恵
ま
れ
、
さ
ら

に
山
も
深
く
、
肥
沃
な
徳
島
平
野
で
は
数

多
く
の
野
菜
が
と
れ
ま
す
。「
素
材
」
は

抜
群
。
海
山
川
の
幸
は
な
ん
で
も
揃
い
ま

す
。

　

そ
の
な
か
で
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、

県
外
の
お
客
様
が
来
ら
れ
た
と
き
の
定
番

「
と
と
喝
」
で
す
。

　

場
所
は
徳
島
市
の
繁
華
街
の
中
心
、
紺

屋
町
で
す
。
阿
波
踊
り
期
間
は
前
に
桟

敷
が
出
来
る
超
贅
沢
な
立
地
で
す
。
席
は

カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル
は
堀
こ
た
つ
で

す
。
徳
島
の
名
産
を
使
い
、
前
菜
、
お
造

り
、
煮
物
、
焼
き
物
、
揚
げ
物
、
デ
ザ
ー

ト
と
い
う
流
れ
で
す
が
、
最
後
に
お
店
自

慢
の
「
鯛
め
し
」。
土
鍋
で
炊
き
上
げ
た

鯛
め
し
を
ま
ず
は
見
て
楽
し
み
、
そ
の
場

で
ほ
ぐ
し
て
も
ら
っ
て
お
茶
碗
に
。「
お

こ
げ
」
が
ま
た
旨
い
！
！
！
郷
土
料
理
の

「
そ
ば
汁
」
と
と
も
に
食
し
て
く
だ
さ
い
。

鯛
め
し
は
結
構
の
量
が
あ
る
の
で
、
大
概

は
余
り
ま
す
。
余
っ
た
の
は「
お
む
す
び
」

に
し
て
く
れ
る
の
で
美
味
し
い
お
土
産
に

な
り
ま
す
。

　

一
夜
で
徳
島
の
食
材
と
お
酒
を
楽
し
む

な
ら
「
と
と
喝
」
へ
是
非
い
ら
し
て
く
だ

さ
い
。

（
北　

哲
也
）

地
元
の
美
味
し
い
店

徳島県

徳
島
魚
問
屋
「
と
と
喝
」

9th
Meeting

autohands meeting report2021
AUTUMNREPORT
例会便り

　今年度オートハンズ例会を、9月9日にＺＯ
ＯＭを使って開催しました。
　前回の時点ではコロナの感染者数が減り始
めていたので、なんとか次回は実際に開催で
きるかとの期待もあったのですがその後増え
始め、やはり顔を合わせての開催は見合わせ
る事となりました。ＺＯＯＭ会議にもなれて
はきましたが、やはり実際に顔を合わせない
と中々本音の議論も出来ないと感じておりま
す。
　例会では経営開発、広報、運営の各委員会
の報告と、各社の近況報告を行いました。

（平山正也）

当社はフィルター製造の専門メーカーとして
自動車用、建設機械用、工作機械用、
純水装置用、クリーニング用など

さまざまな分野で社会に貢献しています。

営業所／旭川・札幌・仙台・盛岡・郡山・足立・江東・多摩
　　　　日本橋・大阪・岡山・福岡・熊本・鹿児島・沖縄

本社・工場　〒367-0223
埼玉県本庄市児玉町田端390
  TEL 0495-72-3131㈹
  FAX 0495-72-3554

アルプス工業株式会社
代理店

株式会社 アクセス



　

福
井
市
は
、
北
陸
新
幹
線
福
井
開
業

後
の
観
光
誘
客
、
交
流
人
口
拡
大
を
目

指
し
、
認
知
度
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
る
た
め
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
イ
メ

ー
ジ
ロ
ゴ
【
福
い
い
ネ
！
】
を
制
作
し

ま
し
た
。
さ
て
、
ロ
ゴ
に
込
め
た
想
い

と
は
・
・
・

の
か
も
し
れ
な
い
。
食
べ
た
と
き
に
感

じ
る
幸
福
。
口
福
。
福
井
の
「
福
」
は

越
前
ガ
ニ
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
感
謝
の

気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま
す
。
カ
ニ
様
、

と
心
の
中
で
手
を
合
わ
せ
る
福
井
人
は

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
0
2
4
年
春
、
つ
い
に
北
陸
新
幹

線
が
福
井
に
つ
な
が
り
ま
す
。
東
京
か

ら
福
井
ま
で
2
時
間
53
分
。
一
乗
谷
・

養
浩
館
庭
園
・
福
井
城
址
・
越
前
海
岸
・

足
羽
川
沿
い
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
・
・
・
。

観
光
名
所
に
な
り
そ
う
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
は
あ
っ
て
も
、押
し
が
弱
い
せ
い
か
、

ま
だ
ま
だ
地
味
。
誰
か
が「
い
い
ね
！
」

と
言
っ
て
く
れ
る
の
を
ず
ー
ー
ー
っ
と

待
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
ん
な
ん
じ
ゃ

ダ
メ
だ
よ
、
と
誰
か
（
カ
ニ
様
？
）
の

声
が
聞
こ
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
今
の

時
代
、
自
己
ア
ピ
ー
ル
で
き
な
い
人
は

埋
も
れ
ち
ゃ
う
。
街
も
同
じ
だ
よ
、と
。

だ
か
ら
決
め
ま
し
た
。勇
気
を
出
し
て
、

自
分
か
ら
福
井
の
い
い
と
こ
ろ
を
ど
ん

ど
ん
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
よ
う
、
と
。
や

ら
な
い
言
い
訳
を
考
え
る
よ
り
、
や
っ

て
み
る
勇
気
を
。
そ
れ
が
、【
福
い
い

ネ
！
】
で
す
。

（
北
川
裕
二
）

福
井
は
弱
い
。

押
し
が
弱
い
。

キ
ャ
ラ
が
弱
い
。

　

金
沢
と
京
都
に
挟
ま
れ
て
い
る
せ
い

か
、
ち
ょ
っ
と
存
在
感
が
弱
い
。
自
己

ア
ピ
ー
ル
が
得
意
な
人
が
近
く
に
い
る

せ
い
で
、
実
力
が
な
い
わ
け
じ
ゃ
な
い

の
に
目
立
た
な
い
。
そ
う
い
う
人
に
、

ど
こ
か
シ
ン
パ
シ
ー
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

風
光
は
明
媚
。
海
の
幸
も
山
の
幸
も

豊
か
。
特
に
自
慢
し
た
い
の
が
、
冬
の

味
覚
の
王
者
、
越
前
ガ
ニ
。
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
越
前
ガ
ニ
は
、
ア
ピ
ー
ル
下
手

な
福
井
の
た
め
に
、
年
に
一
回
、
神
様

が
お
恵
み
く
だ
さ
る
宝
の
ひ
と
つ
、
な
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ご
当
地
「
観
光
大
使
」

㈱北光社（徳島県）／直方自動車商事㈱（福岡県）／㈱伏見商会（京都府）

㈱フセパーツ（広島県）／㈱寿（長崎県）／㈱南海部品商会（沖縄県）／㈱杉村商会（和歌山県）

㈱名神（岐阜県）／常北部品㈱（茨城県）／㈱タイヨー（京都府）／三栄輪業㈱（熊本県）

㈱村中パーツ（福井県）

 

〜
福
井
県
福
井
市
〜

BEST SELLER
おススメの本

コロナ禍に入り今までの当たり前の日々が当たり前では
なくなってしまいました。皆さんも何かしら不満やスト
レスを感じ、心がギスギスした日が増えていませんか？
そんな中、日本テレビでニュースエブリーを担当する藤
井アナウンサーが番組終盤のコメントで我々の心の声を
代弁し、適格に言葉を投げかけてくれています。その藤
井アナウンサーの本です。
藤井アナは日本テレビ入社以来 27年間 5行日記という手
軽な日記をつけて、言葉力を磨いていたそうです。５行
日記のルールとポイントは３つ。
①その日を象徴する言葉で見出しをつける
②「ひと手間かかった言葉」を入れて、文字数を意識する
③何気ない一言を書き留めておくと、日記を続けやすく
なる
１日のことを書くために言葉を言い換えたり、５行にお
さまる様に文章を調整したり、それを毎日コツコツと続
けていると、自然と言葉の引き出しが増えるそうです。 
読書も新しい言葉を知るきっかけになりますが、学んだ
言葉を実際に使う場面も必要になります。読書をして、
言葉の練習を手軽にできるのは日記なのかもしれません。
★伝えたいことがある人に、おすすめです 
・自分の考えがうまくまとまらない 
・部下にもっと効果的な声かけをしたい 
・お客様にもっと親切丁寧にお答えしたい
『伝える準備』を読んで５行日記を続けることで、日々言
葉に触れながら言葉力を備えれば、きっと多くの事を伝

えられる事が出来るようになると思います。　　　　　
（黒川　毅）

伝える準備 
日本テレビアナウンサー／藤井貴彦


	PAGE_01
	PAGE_02
	PAGE_03
	PAGE_04

